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　本 i邦 に も産 す る Adoxa （レ ン プ ク サ ウ屬｝，　 Ellisiophyllum
「
（キ ク ガ ラ ク サ屬）J

Thdigonum（ヤ マ v グ サ屬）等の もの は古來そ の 類縁關係が 明か に 知 られなか っ た爲

め に そ の 所屬 も轉々 と して 定 ま らす， 植物界の 困 り者 の 觀が あ つ た ． ヤ マ トグ サ 屬

は そ の 外形の 特に奇妙な爲 め に 早 くも 1829 年 に Du ｝loRTIER 示 Theligoneaeな る

科名 を．與 へ たが 氏は 特立 した もの とは 認め
’3S　fiラ ク サ科 の 附屬物 と して 取 扱 つ た ，

此 植物 を全 く獨立 した科 とした の は BAIエLON や EICHLER で あっ て 兩氏は ヤ マ ゴ ボ

ウ科 （Phytolaccaceae）に 最 も近 い もの と考定 し共 に OTder　CenttDspermae（F戸心子

目｝中 Va・・e ・v・た の rC初 ま り P ・ uL ・EN （in　E ・・…
，
Pfl・p・enf ・m ・ed ・1｝・ E ・GLER 　u・

GILG，

　DALLA 　ToRRE　u ，　HAR “Ts ，
　AscHERsON　u ．　 GRAEBNER 等近世 の 學者は之れ に從

つ て 居る．1912 年に 至 り H ．HALLIER が 之 れに 封 して ．Halorrha
’gidaceae〔ア リ ノ タ

フ グサ科｝に近 い 關係が あ る と考へ た の は注 目に 値す る と云ふ ． 著者は此 の 最後の
尸

考 へ 方に 傾V ・て は居る が ENGLER　u．　 PRANTL
，　NtiturL　Pfianzenfam．の 第二 版 Bd．

16c （1933）に 於て は やは り從來 の 通 りの 論 に從 ぴ Centrospermaeに 屡せ しめた．

此 の 植物 の 屬名は L ・NNE ・Sp ・Cies・ Pla・t・・um 第
一版 （1953）963 に從へ ば Th ・lig° ”

hum で あ る が 意味上 Thelygonum と なる べ きで あ る と し著者は Thelygonum の 名

を用 ひ 居る ．CynocTambe　TouRNEFoRT　ex 　GAERTN・の 名 は本邦で は よ く知 られて 居

る が
’
rhelygohum の 異名で あ る ．

　Thelygonum
「
［SAuv．　ex ］LINN．屬 幃世界に 三種 あ つ て 最 も古くか ら知 られ て 居 た

Th．。y。。cramb ・ L … ．はWtVIIの カ ナ リ鳰 か ら前亞細亞にか けて 地 中海 XX「e一帶に

廣 く分布す る ， 著者 に 從 へ ば 此 の 種は v 肌 majus 　ULBRlcH と var ・minus 　
ULBRIcH

の 二 變種畍 齢 鯖 は又 f・ ・ma 　c・tiaτiense　ULB一 と f・ ・ma 　vulgare 　ULBRICII と

畍 たれ る． 第二 は ．Th ．　 macla ・・h・m 　 F ・… 肌 で 之れ は 中央亞細亞 （0 ・t　 Tibet・

PrOV．　Moustino｝に 薩す る ， 前種 よ りも節聞が長 く葉數が少 く前種 の 雌雄同株な る に

比 し之れ は異株で ある． 以上 の 二 種は
一年 生 の 草本で あ つ て 夏 に な る と枯れ て 淌え

て しまふ が 本邦の ヤ v ト グ サ帥ち Th．　japOnicum　OKuBo 　et　MAKINe は多 年生の 草本

で あ つ て 莖の 下部か ら出た花 を着 けぬ 側 枝 は卒 臥しそ の 節か らは 帳が 生 え る ， そ の

醗 は本 州の 楠 部，四 國及び九州 で あ つ て 國 外 vaは まだ知 ら飽て 居らぬ ・ ・著者は

以 上 の 三 種 を擧げ て 居る が 抄録 者は木 年臺 灣の 山地 で 此 の 屬の 一種 を發見 し本誌 前

−
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の もの で あ る ， 著者 の 県げた 各種 の 檢索表 に最後の 此 の
一

種 を加 へ て 新たに 檢索表

を作 り變 へ て 見 る と

　 1・ 一年生 ， 夏 ニ ハ 枯死 淌失 ス
， 枝 ハ 斜上又 ハ 卒臥 ス レ ド節 ヨ リ發根 セ ズ

　　A ・ 雌雄同株 ， 枝 ハ 四稜 ア リ テ ZF 臥 ス
， 雄花 ハ 長 サ 5mm 二 逹 ス

，
〃 花被

　　　 片 ハ 2−3 個 ， 雄蕋 ハ 10−30 個 ・………・……一 …Th ．　cyn ・c・・mbe 　L・NN ．

　　B， 雌雄異株 ， 枝 ハ 圓形， 斜上 ス
， 雄花ハ 長 サ 8mm ．二 逹 ス

， 花 被片 ハ 4−5

　　　 個，雄蕋 ハ 約 20 個…一 ・…・・……………・…・…Th．　 mac ］znthum 　FRANcH ．

　IL　多年生 ， 根莖 ハ 短 カ ク ， 根ヲ 生 ズ ， 花枝 ハ 直立 又ハ 斜上 ， 花 ナ キ枝 ハ 茣 ノ 下

　　　部 ノ 葉腋 ヨ リ 生 ジ，李臥 シ テ節 ヨ リ根 ヲ 生 ズ
， 花 ハ 雌 雄同株 j 雄 花 ノ 花被片

　　　ハ ミ個

　　A ・ 上部 ノ 互 生葉 ハ 對 生葉 ヨ リ モ 著 シ ク 小形 ， 且 巾狹 シ ， 雄花 ハ 長 サ 8−10mm ，

　　　 雄蕋 ハ 1g−23 個 ， 葯 ハ 母サ約 5．　mm ．（ヤ マ ト グ サ｝

　　　　
の’°……・…・……・…………・………一・……Th ．　japonicum　OKuBo 　et 　MAKINo ．

　　B ・葉 巾
一般 二 廣 ク

， 互生葉 ハ 封生葉 卜同形 ， 且 略同大ナ リ ， 雄花 ハ 長 サ 5−6

　　　 mm ・雄ft・ ・ 5−7 個 ， 葯 ・・長 サ 2nr−3　mm ．（シ ン ヤ マ ト グ サ）

　 　 　 　
鱒・・・・…

　
−t・…

　。・脚・・・…　四四・■i・・…　鱒σ・・凾・・……　一一一t・・。・・・・・…　
「1’ht　 formesanunl　OHw 【

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （J．o ．）

　　　　　　　　　　　　　雜　　　報

　　　C ． P．　THuNBERG 　： Flora　Japonica出版百五十年紀念會開催

　本 年は c・P・THuNBERG 氏 F］ora 　Ja加nica ．〔1784）出版後正 に 百五 十年と な りし

か ば ， 聊か 之 を紀念す る の 心 を以 て ， 十一
月十一日なる 氏の 誕 生 日に東京植物學會

の 總會 の 席 上 ， 伊 藤篤太郎翕は P．F．　SIEBOLD氏 よ り翁の 祀 父伊藤圭介翕に 餞別と

して 長 崎鯲 襯 し く糊 せ られた る Fl・ ta 　Jap・ ni ・・ や ・ 黻 語に て 成れ る c・・P・　−

THUNBF．RG 氏 Res2 倣 行 記）及 び同氏 の著書論文 ， 並に 歐洲及び 日本 に於 ける 當時

の 關係書類 ， 田中長三 郎博 士 の 撮影 した る THUNBERG 氏探集日本植物寫翼を陳 列 し

且 つ 是等に 就 て
一

揚の 談話を試 み らる、

x 本月＋五 日頃 よ り向ふ 一週 闇程 東京 上野 公 園文部省科學博物館に 於 て て
噛
HUN −

BER （1 氏 に 關す る 一般科學 の 著書論文 ， 寫眞 ， 肯像共他 の 物品を陳列 して 一般 公衆に

展覽せ しむ る 山な り．

　　　　　　　　　　　 本號 は THUNBERG 紀念號

　以上 の 如 くな る に よ り本 誌も聊か 同氏 を紀 念せ んが 爲め 本號 の ロ 糟に 氏 の 肯像を

入 れ，叉氏 の 日本植 物 に 關する 論文 の 解題 を記 し ， 氏 の 誕生 日なる 十一月十一
日に

本號を發行 し，以 て Flora　japonica幽版百 五 十年紀念號 とせ り．
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